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俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ふ
く
ち
会
・
は
な
句
会

▶花鳥風月とは無縁でした…
広報の担当になるまでは。今
回多くの方 の々ご協力を得た
特集。その編集の最中、自分
自身に気づくことが多 あ々りま
した。振り返れば、以前は視
野も狭く、時事感覚や意識
は無いに等しかったかもしれ
ません。人に出会い、物に触
れ、優しさを感じ、真実を見
極める視点や気づく感覚を
少しは吸収できたかと思いま
す。自分を育ててくれた広報。
いまあらためて、この愛すべ
き広報に出会えたことに、心
から感謝いたします。（長野）

▶福智町で迎える４度目の
春。広報ふくちもいつの間に
か№ 40に達しました。今ま
での号を振り返ってみると、
毎号１ページ１ページにその
時々の想いがよみがえりま
す。多くの人たちに出会い、
その言葉や生き方に感銘を
受けて今の自分がある… 出
会いが人生を左右すると
言っても過言ではありませ
ん。藤が人と人との出会い
をつないできたように、私達
の想いをのせた広報が、み
なさんにとって何かのきっか
けになれば幸いです。（日吉）

▶菜の花や小鳥のさえず
りに、春の訪れを感じて
きました。卒業式の取材
やご近所さんの引っ越し
などに「別れの春」を感じ、
柄にもなく少ししんみりし
てしまった今月。でも振
り返ってばかりはいられ
ません「別れがあれば出会
いもあるさ」。新しい世界
に旅立った人たちの幸せ
を願うとともに、これから
始まる新たな出来事や今
後出会うであろう人たち
にワクワクと心躍らす今
日このごろです。（昌太郎）
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1冒頭で浦田町長が「連携した子どもの
環境づくり」を力強く呼びかけ。2田川署
の決意を示した花田署長。3参加者に強
烈な印象を与えた薬物実験。4ポスター
優秀表彰を受ける宇野美加里さん。5力
強く意見発表する石田猛流さん。6展示
された町内中学２年生の啓発ポスター。

主催／福智町青少年問題協議会・田川警察署

● 福智町シンナー等乱用撲滅大会

福智町青少年問題協議会（会長・
浦田弘二町長）と田川警察署が開
催した「シンナー等乱用撲滅大
会」。町を挙げた薬物撲滅の取り
組みに町民や学校関係者など約
350人が参加し、子どもたちを
薬物から守る対策を考えました。

町を挙げて
薬物根絶

　

青
少
年
が
薬
物
乱
用
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
危
機
的
状
況
の
解
消
を
図
る「
シ
ン
ナ

ー
等
乱
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撲
滅
大
会
」が
、
３
月
15
日
に
同

和
対
策
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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岡
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岡
１
６
３
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５
６
９
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）。
全
国
的
に
減
少
傾
向
で
す

が
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の
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川
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管
内
は
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で
前
年
比
３

倍
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う
ち
福
智
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を
占
め
て
い
ま
す
。
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警
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ロ
ー
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溶
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子
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ク

リ
ー
ン
に
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溶
け
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。

　

町
内
３
中
学
校
の
２
年
生
２
３
５
人
が
描

い
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
で
は
、
宇
野
美

加
里
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ん（
赤
池
中
）、
荒
川
奈
都
音
さ
ん（
金

田
中
）、
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邊
美
咲
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方
城
中
）が
優
秀
賞

を
受
賞
。
最
後
に
各
中
学
校
を
代
表
し
て
、

世
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ん（
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池
中
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吉
村
真
奈
さ
ん

（
金
田
中
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石
田
猛
流
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方
城
中
）が「
強

い
意
志
を
持
っ
て
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絶
に
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り
組
み
た
い
」と

力
を
込
め
て
会
場
全
体
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

元県警少年補導職員の舌間詩子さん
が「小さなSOSをキャッチできるアン
テナが大切。大人が愛と責任を持っ
て子どもに目を向け、関心を持つこと
から始めて」と経験を踏まえて講演。


